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丹生ダム建設事業の中止に伴う 

一般県道中河内木之本線の整備について 

 

■経緯（ダム中止決定後） 

〇平成 28 年７月 ダム事業の検証において、国土交通省は丹生ダム建設事業

の「中止」方針を決定 

〇平成 28 年９月 国（近畿地方整備局）、滋賀県、長浜市、丹生ダム対策委

員会および水資源機構が「丹生ダム建設事業の中止に伴う

地域整備に係る基本協定書」を締結 

〇平成 29 年３月 丹生ダム建設事業に関する事業実施計画の廃止を認可（※）

・水資源機構は丹生ダム建設事業の廃止に伴う追加的事

業（総額約 40 億円のうち県道分 17.1 億円）を実施（～

令和 9 年 3 月迄） 

※：水資源機構法第13条第 6項に基づき、関係府県知事に協議のうえ、

国土交通大臣が認可したもの 

〇平成 29 年 12 月 滋賀県と水資源機構が「丹生ダム建設事業の中止に伴う一

般県道中河内木之本線等整備に関する協定書」を締結（～

令和 9 年 3 月迄） 

 

表 県道整備に係る費用負担の考え方（現協定）（別紙１参照） 

事業主体 

（費用負担者） 
施行区分 費用 

滋賀県 
道路改良 

（道路拡幅、橋梁整備、斜面対策 等） 
17.0 億円 

水資源機構 

現道損傷個所の復旧・機能回復 

（路肩補修、路面補修、排水施設補修、斜

面補修 等） 
注）工事用道路の引渡し整備を含む。 

17.1 億円 

 

〇令和４年８月 8 月 5 日早朝、長浜市付近で 1 時間に約 90mm の「猛烈な

雨」が降ったと解析された「記録的短時間大雨情報」が発

表され、県道中河内木之本線において 33 箇所が被災（令

和 8 年 4 月施工完了）（別紙２参照） 

 

観光文スポ・県土・交通常任委員会 資料１ 

令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6 年 ） ６ 月 1 6 日 

県土整備部 流域政策局 水源地域対策室 
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■県道整備の進捗状況 

〇水資源機構が事業主体となる現道の原形復旧・機能回復については、令和 8

年度末をもって完了（予定）。 

〇滋賀県が事業主体となる現道改良については、令和 8 年度末には完了せず、

令和 9 年度以降においても継続実施が必要。 

〇令和 9 年度以降の県道整備については、「国（近畿地方整備局）が受託して整

備すること」を確認（令和 7 年 11 月開催の第 20 回協議会にて）。 

 

（令和 9 年度以降の残事業）（別紙３参照） 

現道拡幅：14 箇所 

橋梁整備（橋梁拡幅）：6 橋 

供用再開に必要な安全対策：15 箇所程度（精査中） 

注）今年度（R8）工事の進捗状況により残事業の実施内容が変更となる可能性がある。 

 

 

■今後の予定（案） 

〇令和８年 10 月迄 残事業費・事業期間の精査および財源措置に関する協議・

調整 

〇令和８年 12 月迄 令和９年度以降の県道整備のための国（近畿地方整備局）

との協定締結に関する協議・調整 

〇令和９年４月～ 新体制（国受託）による県道整備工事の継続実施 

 

以上 
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一般県道中河内木之本線整備に係る施行区分・費用負担の考え方

○平成29年12月締結「丹生ダム建設事業の中止に伴う一般県道中河内木之本線等整備に関する協定書」により、
丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備の一環で、水資源機構が道路整備を施行することを決定。

○水資源機構は、当該県道の損傷箇所の復旧・機能回復（路肩、路面、斜面補修等）に必要な額を負担。
○滋賀県は、道路拡幅、橋梁整備、斜面対策等の改良に必要な額を負担。

損傷した路面の状況

水資源機構（原形復旧・機能回復）

路肩欠損

舗装陥没

法面崩落

滋賀県（改良＝拡幅）

道路拡幅
（山側）←

←

道路拡幅
（川側）

施行

県道整備 水機構 滋賀県＝ ＋

路面補修 路肩補修

道路拡幅
（山側）

斜面補修

損傷した路肩の状況

【例示】一般県道中河内木之本線（一般部：土工部）における実施項目別による費用負担イメージ図

道路拡幅
（川側）

別紙１
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令和4年8月豪雨に伴う県道中河内木之本線の被災状況
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No.81 路肩欠損

No.75 路肩欠損

No.44・45 路肩欠損

No.21 路肩欠損

No.60・62 路肩欠損 No.56 路肩欠損

No.54 路肩欠損

No.49 路肩欠損

補助

単独

※番号には、欠番があります。

11箇所

22箇所

完成箇所（R8年4月末時点）
(補助11箇所、単独22箇所)

【令和8年4月末現在】

No.46 路肩欠損

別紙２
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半明橋

大音波谷川橋

針川橋

宮下橋

古呂立橋

鷲見橋

田戸橋

小原橋 御所ヶ平橋

500m
出典：国土地理院ウェブサイト （https://maps.gsi.go.jp） ※一部加筆

鷲見橋1号

拡幅⑦

拡幅③

拡幅⑤

拡幅⑧

拡幅Ａ

拡幅⑩

拡幅⑭

拡幅⑮

拡幅⑯ 拡幅⑰ 拡幅⑱

拡幅⑲

拡幅⑳

拡幅㉑

一般県道中河内木之本線整備の進捗状況（R9以降残事業）

（参考）県道中河内木之本線施行区間（協定区間）（長浜市余呉町中河内～小原地先）

○平成29年12月締結「丹生ダム建設事業の中止に伴う一般県道中河内木之本線等整備に関する協定書」により、道路改良と合わせて、水資源機
構が県道中河内木之本線の整備工事に着手。

○滋賀県が事業主体となる道路改良（道路拡幅、橋梁整備、斜面対策等）については、令和8年度末には完了せず、令和9年度以降においても残
事業の整備を継続実施。
（令和9年度以降の残事業）
現道拡幅：14箇所（下図：赤〇）
橋梁整備（橋梁拡幅）：6橋（下図：緑□）
供用再開に必要な安全対策：15箇所程度（精査中）（下図：青×）

○水資源機構が事業主体となる現道の原形復旧・機能回復については、令和8年度末までに一部実施できないもの（舗装復旧等）が残ることにな
るが、滋賀県が事業主体となる道路改良に振り替えて整備すること（調整中）をもって令和8年度末完了（予定）。

【調整中】令和8年度水資源機構舗装復旧範囲（長浜市余呉町針川～小原地先）
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県道整備の進捗に応じて、通行可能となった区間から段階的に供用

Step1 Step3 Step2-1 Step1Step2

別紙３

注）今年度（R8）工事の進捗状況により残事業の実施内容が変更となる可能性がある。
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